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困り感を抱える学生に対しての集団を対象とした
学生保健医療サービスに関する文献検討

要旨： 大学の保健管理施設では学生のメンタルヘルス問題に対してそれぞれの実情に合わせ
た取り組みをこれまで実施してきた。今回，大学における困り感を抱える学生に対しての，
集団を対象としたメンタルヘルスの取り組みの実態について，文献検討から明らかにした。
医中誌Webを用いて，2021年 1月に，大学，高等教育機関，大学生，学生保健医療サー
ビスをキーワードとして，原著論文，抄録ありで絞り込み検索をした（970編）。検索した
論文から，本研究の目的に即した「大学または高等教育機関での困り感を抱える学生に対す
る，集団療法や自助グループ，居場所等の集団に働きかける取り組み」である論文を抽出し
た結果，最終的に抽出された適格論文は12編（7大学での取り組み）と非常に少なかった
（居場所の提供の記載は4大学，自助グループやピアサポートの記載は4大学，プログラム
の介入の記載は4大学であった）。適格論文からは，集団を対象とした取り組みが学生に対し
て効率的で集団特有の良い影響を与える可能性について示唆されており，その重要性の認識
と，今後更なる知見の積み重ねや多角的視点での検討が必要と考えられた。

キーワード：困り感，大学生，集団，学生保健医療サービス，系統的レビュー

はじめに 
我が国では，高等学校卒業者の大学・短期大
学進学率は 5割を越え，高等専門学校を含めた
高等教育機関の進学率も 8割を超えている 1）。
学生の健康白書 2015の学生生活アンケート調
査によると，多くの学生が「からだの調子は
良い（全体で 87.3%）」と回答する一方で，「い
つも疲れている（全体で 27.4%）」，精神的な
面で「何となく不安になることが多い（全体
で 43.0%）」，友人関係・対人関係の面で「人
との関係で傷つくことがすごく怖い（全体で
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49.5%）」と回答する学生もおり，心身の不調
や困り感を抱えながら学生生活を送る学生は少
なくない 2）。学生のメンタルヘルス問題に対し
て各大学の保健管理施設ではそれぞれの実情に
合わせた取り組みをこれまで実施してきた。そ
の取り組みも，一対一の個別のサポートだけで
なく，集団を対象とした取り組み（集団療法，
居場所の提供，自助グループ等）も実施してき
ている。藤田（2015）は，青年期のクライエン
トに対するアプローチとして，環境のもつ力，
回復させる力（治療者一人で抱え込むのではな
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く，環境や仲間関係の活用，そして本人もそう
した環境を利用し得るように促していくことが
青年期のクライエントの心理的成長を図る）を
評価して精神療法を組み立てていく必要性を説
明しており 3），その取り組みの重要さが伺える。
しかし，これまで各大学の保健管理施設等はそ
のような取り組みについて発表してきているも
のの，それらの知見をまとめた論文はみあたら
ない。そこで今回，大学における困り感を抱え
る学生（困り感を抱えやすい学生を含む）に対
しての，集団を対象としたメンタルヘルスの取
り組みの実態について，文献検討から明らかに
した。

方　法
医中誌Webを用いて，2021年 1月に，大学，

高等教育機関，大学生，学生保健医療サービス
をキーワードとして，原著論文，抄録ありで絞

り込み検索をした。次に，検出された論文か
ら，タイトルと抄録を基に，メンタルヘルスの
論文で，本研究の目的に即した「大学または高
等教育機関での困り感を抱える学生に対する，
集団療法や自助グループ，居場所等の集団に働
きかける取り組み」である論文を抽出した。次
に，それらの論文を精読し，本研究の目的に該
当する 11編の論文，および文献検討の論文か
ら得た 1編の論文の計 12編の論文を適格論文
とした。本研究は文献調査であり，倫理審査の
不要な研究である。

結　果
Ⅰ．適格論文の抽出
絞り込み検索をした結果，970編の論文が検

索され，スクリーニングした結果，最終的に抽
出された適格論文は，12編であった（図 1）。
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図 1　適格論文抽出フロー
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Ⅱ．適格論文の概要
最終的に抽出された適格論文について，マト
リックス法 4）を参考に表にまとめた。
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表 1　適格論文 12編

最終的に抽出された適格論文は 12編（7大
学での取り組み）であった。①居場所の提供の
記載は 4大学，②当事者会や自助グループ，ピ



－ 41 －

集団を対象とする学生保健医療サービスの文献検討

組みの重要さが伺える。そして西谷ら（2015）
の結果にもあるように，このプログラム介入の
取り組み自体が，居場所やピアサポートといっ
た環境とも密接に影響し合い，そのことがさら
なる効果的な影響を生み出される可能性も考え
られ，居場所，ピアサポートの取り組みととも
にまだまだ発展性のある取り組みであると考え
られた。

Ⅲ．今後の課題
今回抽出された適格論文数は 12編（7大学
での取り組み）と非常に少なかった。JASSO
の調査 18）では，高等教育機関における精神障
害学生への授業以外の支援で一番実施率の高
い項目は「専門職によるカウンセリング」で
10000人以上の規模の学校で 58.5%であった
が，「居場所の確保」の実施率は 16.9%と低く
（1～499人規模の学校では「専門職によるカ
ウンセリング」が 33.0%，「居場所の確保」が
8.0%），発達障害学生への授業以外の支援でも
同様に「居場所の確保」の実施率が低い結果が
みられており，困り感を抱える大学生が安心し
て過ごせる環境の整備が未だ不十分であること
が考えられた。今回，得られた適格論文から
は，集団を対象とした取り組みが学生に対して
効率的で集団特有の良い影響を与える可能性に
ついて示唆されており，その重要性について再
認識するとともに，今後更なる知見の積み重ね
が必要と考えられた。また本稿の限界として，
「医中誌Web」のみの検索で，選択基準を日本
の大学における学生保健医療サービス（メンタ
ルヘルス）に絞り検討したが，学生相談の視点
から集団を対象とした実践について文献検討さ
れている論文 19）や，海外では精神的健康の促
進および予防プログラムという視点での実践に
ついて文献検討されている論文 20）もあり，困
り感を抱える学生に対しての集団を対象とした
取り組みについて，より多角的な視点での検討
も必要だろう。

まとめ
今回，抽出された適格論文は 12編（7大学
での取り組み）と非常に少なかった。適格論文
からは，集団を対象とした取り組みが学生に対
して効率的で集団特有の良い影響を与える可能
性について示唆されており，その重要性を再認

アサポートの記載は 4大学，③集団療法等のプ
ログラムの介入の記載は 4大学であった。

考　察
Ⅰ．居場所，ピアサポートの取り組み
抽出された適格論文の結果から，学生にとっ
て居場所の存在が大学内に落ち着ける場所
（クールダウンの場所）として機能しているこ
とや，そこでの学生やサポーター等との対人交
流の場として機能していることが考えられた。
学生が困り感を抱えることでパニックを起こ
す，孤立感が生まれ不登校になる等，二次的，
三次的な問題が起こる可能性がある。そのよう
な中で大学内に落ち着ける場所があること，ま
たそこでの対人関係が医療従事者とクライエン
トといった関係性ではなく，学生同士，同じよ
うな困り感を持つ者同士といった関係性である
というのは，困り感を抱える学生にとって安心
感を与える，重要な役割を持っていることが考
えられる。また酒井ら（2013）の結果にある，
学生同士による自主的な勉強会の発足というの
は，居場所やピアサポーターの取り組みが，困
り感を抱える学生に対しての，問題の予防とい
う枠を超えた，学生同士の生きた人間関係の構
築，また心の成長というものを生み出している
可能性があり，発展性が期待できる取り組みで
あると考えられた。そして今回の文献検討の
結果，これらの示唆が早川ら（2011）や川乗ら
（2014）をはじめとした事例報告だけでなく，
入江ら（2016）の量的データにおける検証から
も得られたことは，一般化可能性を考えるうえ
で重要なことであったと考える。

Ⅱ．プログラム介入の取り組み
抽出された適格論文の結果からは，学生に
とってプログラムの介入が有効的に機能してい
ることが確認できた。同じような困り感を抱え
る学生が多くいる場合において，一対一のサ
ポート以上に効率的にサポートできるというこ
とは集団での取り組みならではの利点といえ
る。また岡ら（2015）の結果では，集団で実施
することによって，参加者内で所属感や愛着が
高まり，またその体験が個人の結果にも良い影
響を与える可能性について言及しており，これ
は一対一のサポートにはない集団での取り組み
だからこそ生み出される作用といえ，その取り
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識するとともに，今後更なる知見の積み重ねや
多角的視点での検討が必要と考えられた。本論
文に関連して開示すべき利益相反はない。
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Abstract

A systematic review of group-based mental health 
approaches for students in need of supports in Japan.
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Systematic review

In this study, we reviewed the literature to investigate current status of group-based mental health approaches 

for students in need of supports in Japan. We searched for original paper with abstract description as the 

keywords of university （including college）, higher education institution, university students （including college 

students）, and student health service through ICHUSHI （Japanese）. As a result, twelve dissertations at seven 

universities were identifi ed. They suggest that group-based mental health approaches have effi  cient and group-

specifi c positive eff ects on students in need of supports.
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